
令和３年２月１日　　　№ １５９

全国標語 その火事を　防ぐあなたに　金メダル 組合標語 消したはず　油断の心が　火事のもと

【火事・救急・救助は 局番なし 『１１９番』】

令和２年の火災出動件数は４件で昨年より１件減少となりました。
火災から尊い命や貴重な財産を守るため、一人ひとりが防火意識をもって
火災予防に取り組み、火災の無い町を目指しましょう。

火災出動状況

令和２年消防署訓子府支署出動件数
消防車出動 ２２件

発生日 時間 用途 焼失程度 出火原因

5月下旬 20時10分 野火 1,546㎡ 枯草焼きが延焼拡大したもの

8月中旬 13時28分 車両 車両1台 現在調査中

12月上旬 16時40分 建物 物置の収容物
草地５４，２㎡ ごみ焼きが延焼拡大したもの

12月下旬 11時45分 車両 車両の一部焼損 現在調査中

令和２年の救急出動件数は
２１９件で昨年と比べ４件の
減少となりました。
救急出動件数は高齢者人口
の増加に伴い年々増加傾向に
あります。軽傷、自力受診可能
な時は自己受診をし,救急車の
適正利用をお願いします。

救急車出動 ２１９件
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（そのうち火災出動 ４件）



屋根の雪下ろしをする場合は、『ヘルメットと命綱を使用する』、『2人以上で作業を
する』、『家族や近所の人に知らせてから作業する』など十分注意しましょう。

○屋根からの落雪が起こる危険がある場所などには近づかないように注意しましょう。

○軒下に灯油タンクやガスボンベがある場合、落雪が原因で配管に亀裂や緩みが
生じ燃料が漏れる危険があります。雪下ろしの際はもちろん、日頃から周囲の除
雪を行うなど注意しましょう。

○積雪や屋根からの落雪で暖房器具の屋外の給排気筒が
ふさがれたり破損すると不完全燃焼を起こし、一酸化炭素
中毒の原因になることがあります。給排気筒が落雪などで
破損していないか定期的に確認しましょう。

雪下ろし中の事故、屋根からの落雪に注意

灯油漏れにご注意を！！

気温が下がり暖房器具が欠かせない季節となりました。ご家庭で使用して
いるストーブの多くは灯油を燃料にしています。その灯油を保管しているホー
ムタンクからの灯油漏れ事故が多く発生していますので管理の徹底をお願い
します。

①タンクの上部には通気管や残量確認の為
の目盛があります。雪に埋もれている状態だ
と通気管からタンク内に雪が入ってしまったり、
残量の確認が出来ません。タンク周りの除雪
も行いましょう。

②積雪により配管が折れ曲がり、そこから灯
油が漏れる可能性があります。配管周りの除
雪を行いましょう。

③地盤の凍結や落雪によりホームタンクが転
倒する可能性があります。ホームタンクは地
盤の安定した場所に設置しましょう。

ホームタンク上部は除雪を忘れがち、、、

ご家庭は大丈夫ですか？！
左の写真を参考に確認しましょう！！１
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